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IBM Webサービス

®

Webサービス技術概説と現状

IBM Webサービス

XMLアプリケーション

�Webアプリケーションとして構築
�HTTPによる通信

�サーブレットなどの技術を利用

�メール・アプリケーションとして構築
�SMTPによる通信

�JavaMailなどを利用

�独自に組み立て・パース
（シリアライズ・デシリアライズ）
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IBM Webサービス

XMLアプリケーションの動作

クライアント側

送信

受信

要求XML

Javaアプリケーション・サーバー
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デ
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ン

サーブレット
エンジン

アプリケーション
受信
処理
送信

返答XML

ネットワーク

IBM Webサービス

なぜXMLを使うのか？

�以下のデータをシリアライズしてみよう！

個人データ個人データ個人データ個人データ
名字名字名字名字：米持
名前名前名前名前：幸寿

番号番号番号番号：2002

コメントコメントコメントコメント
みなさん、どうも
ありがとうござい
ました。
来年もよろしく。

得意分野得意分野得意分野得意分野
WebSphere
Webサービス
EJB
XML
J2EE

数量が数量が数量が数量が
決まらない決まらない決まらない決まらない
繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し
データがあるデータがあるデータがあるデータがある

改行を含んでいる改行を含んでいる改行を含んでいる改行を含んでいる

太字太字太字太字+アンダーバーをアンダーバーをアンダーバーをアンダーバーを
項目名としよう項目名としよう項目名としよう項目名としよう
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IBM Webサービス

たとえばCSV形式(1)

"米持"
"幸寿"
"WebSphere","Webサービス","EJB","XML","J2EE"
"みなさん、どうもありがとうございました。¥n来年もよろしく。"
"2002"

独自の方法独自の方法独自の方法独自の方法

独自の方法独自の方法独自の方法独自の方法

データだけ見ても、構造が理解しづらい

IBM Webサービス

"米持","幸寿"
"5"
"WebSphere"
"Webサービス"
"EJB"
"XML"
"J2EE"
"2"
"みなさん、どうもありがとうございました。"
"来年もよろしく。"
"2002"

たとえばCSV形式(2)

独自の方法独自の方法独自の方法独自の方法
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IBM Webサービス

たとえばテキスト

[[[[個人データ個人データ個人データ個人データ]]]]
名字名字名字名字====米持米持米持米持
名前名前名前名前====幸寿幸寿幸寿幸寿
番号番号番号番号=2002=2002=2002=2002
[[[[得意分野得意分野得意分野得意分野]]]]
WebSphereWebSphereWebSphereWebSphere
WebWebWebWebサービスサービスサービスサービス
EJBEJBEJBEJB
XMLXMLXMLXML
J2EEJ2EEJ2EEJ2EE
[[[[コメントコメントコメントコメント]]]]
みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。
来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。

IBM Webサービス

XMLでは

<?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?>
<<<<個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>
　　　　<<<<名字名字名字名字>>>>米持米持米持米持</</</</名字名字名字名字>>>>
　　　　<<<<名前名前名前名前>>>>幸寿幸寿幸寿幸寿</</</</名前名前名前名前>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>Web>Web>Web>Webサービスサービスサービスサービス</</</</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>EJB</>EJB</>EJB</>EJB</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>XML</>XML</>XML</>XML</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>J2EE</>J2EE</>J2EE</>J2EE</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<コメントコメントコメントコメント>>>>みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。
来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。</</</</コメントコメントコメントコメント>>>>
　　　　<<<<番号番号番号番号>2002</>2002</>2002</>2002</番号番号番号番号>>>>
</</</</個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>

誰が考えてもほぼ同じになるはず

注意：日本語タグ名を推奨しているわけではありません。
　　　わかりやすくするためにあえて日本語にしてます。
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IBM Webサービス

Web型XMLアプリケーション

� クライアント
�DOMの組み立て

�Stringへの変換

�ソケットのオープン

�送信

�受信待ち

�パース

�DOMの読み取り

� サーバー
�（serviceメソッド）

�受信待機

�データのパース

�値の取り出し

�処理

�DOMの組み立て

�Stringへの変換

�返信

XMLに依存した処理 トランスポートに依存した処理

IBM Webサービス

封筒構造の必要性

PersonML

HTTP

OfficeML
同時に送信

XMLスキーマごとに処理モジュールを容易しにくい

XMLの封筒構造を準備
•構造を壊さない
•複数を同時扱う
•機械的に取り出せる

<?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?>
<<<<個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>
　　　　<<<<名字名字名字名字>>>>米持米持米持米持</</</</名字名字名字名字>>>>
　　　　<<<<名前名前名前名前>>>>幸寿幸寿幸寿幸寿</</</</名前名前名前名前>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>Web>Web>Web>Webサービスサービスサービスサービス</</</</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>EJB</>EJB</>EJB</>EJB</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>XML</>XML</>XML</>XML</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>J2EE</>J2EE</>J2EE</>J2EE</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<コメントコメントコメントコメント>>>>みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。
来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。</</</</コメントコメントコメントコメント>>>>
　　　　<<<<番号番号番号番号>2002</>2002</>2002</>2002</番号番号番号番号>>>>
</</</</個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>

<Office><Office><Office><Office>
<id>TOKYO002</id><id>TOKYO002</id><id>TOKYO002</id><id>TOKYO002</id>
<name><name><name><name>東京本社東京本社東京本社東京本社</name></name></name></name>
<seat>38</seat><seat>38</seat><seat>38</seat><seat>38</seat>
</Office></Office></Office></Office>
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IBM Webサービス

XMLスキーマ

�XML処理を自動化するために
�XMLで記述

�データ型の記述

�値の範囲の記述 etc　etc　・・・・
�Beanへのマッピング

�XSDBEAN
�入力画面の自動生成

�値の検査

�型の検査

IBM Webサービス

XMLからJava beanを生成

<?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?><?xml version="1.0" ?>
<<<<個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>
　　　　<<<<名字名字名字名字>>>>米持米持米持米持</</</</名字名字名字名字>>>>
　　　　<<<<名前名前名前名前>>>>幸寿幸寿幸寿幸寿</</</</名前名前名前名前>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</>WebSphere</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>Web>Web>Web>Webサービスサービスサービスサービス</</</</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>EJB</>EJB</>EJB</>EJB</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>XML</>XML</>XML</>XML</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<得意分野得意分野得意分野得意分野>J2EE</>J2EE</>J2EE</>J2EE</得意分野得意分野得意分野得意分野>>>>
　　　　<<<<コメントコメントコメントコメント>>>>みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。みなさん、どうもありがとうございました。
来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。来年もよろしく。</</</</コメントコメントコメントコメント>>>>
　　　　<<<<番号番号番号番号>2002</>2002</>2002</>2002</番号番号番号番号>>>>
</</</</個人データ個人データ個人データ個人データ>>>>

public class personalData {
public String familyName;
public String firstName;
public String[] field;
public String comments;
public int number;

}

personaldata.xsd

XMLプログラミングの自動化が可能になる

XMLスキーマ
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IBM Webサービス

XMLアプリケーションのニーズ

分散コンピューティング

シリアライズ IDL ORB

CORBA-IIOP
RMI-IIOP
Java-Serilizer
XML-RPC
：

CORBA-IDL
Java interface
NASSL
SCL
WIDL
：

e-マーケットプレース

XML封筒構造 ビジネス
レジストリーCORBA-ORB

EJBコンテナ
：

ebXML
RosettaNet
NewsML
：

ebXML
RosettaNet
：

SOAP符号化

WSDL

ApacheSOAP
MS-SOAP
：

SOAPエンベロープ

UDDI

様々なニーズをXMLの世界標準へ

IBM Webサービス

Webサービスとは？

�XML連携アプリケーションをインターネットに公開す

るテクノロジー
�今までの連携技術とは違う！

�XMLを利用：マルチプラットフォーム

�低コスト

�「公開する」という考え方

�公開宣伝によるダイナミックe-ビジネスを目指す
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IBM Webサービス

HTMLによるWWWの価値

登録

検索

リンク
一覧

酒屋

酒屋

酒屋

ポータルや
検索サイト

インターネット規模の市場性が存在

自動処理ができない

IBM Webサービス

XMLでシステム接続

酒屋

酒屋

ショッピング
モール・サイト

XML

酒屋

インターネットは単なるインフラ

知っているもの同士が
繋がっている静的な接続



Webサービス技術概説 2003/01/04版

9

IBM Webサービス

XMLを動的にする試み

� XML-RPC
�XMLでプログラム連携

�Userland社

� SOAP 0.9
�XMLでCOM接続

�Microsoft社

� WSDL
�接続モジュールの自動生成

�IBM、Microsoft

� e-プロキュアメント
� e-マーケットプレース

�ad hocサービス

�サービス・レジストリー

�XML交換の標準化

�XML封筒構造を模索

� UDDI
�サービス・レジストリーの
世界標準

IBM Webサービス

Webサービスとは？

プロバイダーリクエスター
Webサービスサービスサービスサービス
　　　　||
ソフトウェア

WSDL
説明

登録
UDDI-API

検索
UDDI-API

利用

クライアント
　　　　||
ソフトウェア

UDDI

SOAP
サービスを提供

自己記述自己記述自己記述自己記述

登録登録登録登録/検索検索検索検索

モジュールモジュールモジュールモジュール

Web標準標準標準標準
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IBM Webサービス

Webサービスによって

検索

リンク
一覧

レジストリー

酒屋

酒屋

ショッピング
モール・サイト

XML

ダイナミックe-ビジネスを実現

酒屋

IBM Webサービス

Webアプリケーションと
Webサービスの違い

�Webアプリケーション
�HTTP、HTML を利用

�ブラウザに表示するのが前提

�アプリケーション対人間の会話

�Webサービス
�HTTP、XML、SOAP、WSDL、UDDI を利用

�ソフトウェア同士の会話（モジュール）

�人間は介在しない
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IBM Webサービス

S O A P

�Simple Object Access Protocol
�XMLに基づく軽量のメッセージ交換プロトコル

�2000年4月、Microsoft/IBM/Lotusが提案

• SOAP 1.1
�XML Protocolとして、W3Cで標準化作業

• http://www.w3.org/2000/xp/
• XMLP-SOAP 1.2

http://www.w3.org/TR/SOAP/
http://www.w3.org/TR/soap12/

IBM Webサービス

SOAP V1.1で決めていること

�SOAPエンベロープ

�XMLを入れる封筒の仕様

�ヘッダー

�ボディ

�SOAPエンコーディング
�SOAP-RPC
�HTTP-SOAP

SOAP-ENV:Envelop

SOAP-ENV:Body

XMLインスタンス　インスタンス　インスタンス　インスタンス　

付加的な情報　付加的な情報　付加的な情報　付加的な情報　

SOAP-ENV:Header
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IBM Webサービス

RPCと分散オブジェクト用語

� ORB（Object Request Broker）
�通信部分を担うプログラム

� メッセージのシリアライズ・デシリアライズが主な仕事
� スタブ・クラス（プロキシー・クラス）スタブ・クラス（プロキシー・クラス）スタブ・クラス（プロキシー・クラス）スタブ・クラス（プロキシー・クラス）

�クライアント側に置かれ、サーバーメソッドの代わりをする

�通常、ツールで自動生成
� スケルトンスケルトンスケルトンスケルトン

�サーバー側ORBとの仲介コード

� インターフェース定義インターフェース定義インターフェース定義インターフェース定義
�スタブやスケルトンを生成するための定義ファイル

� プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
� ORBが通信するためのネットワークプロトコル方式

� ネーミング・サービスネーミング・サービスネーミング・サービスネーミング・サービス
�分散オブジェクトをプログラムが探すための仕組み

IBM Webサービス

CORBAとWebサービス

ネーミング・サービス

IDL

ORBORB

スタブ

IIOP

スケルトン

問い合わせ

サービスクライアント

記述

UDDI

WSDL

RuntimeAPI

プロキシー

SOAP

生成

サービスクライアント

記述

DD

生成

登録 問い合わせ 登録
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IBM Webサービス

SOAP-RPC
- Remote Procedure Call -

� 必要な情報
� 対象オブジェクトのURI 
� メソッド名

� 選択可能なメソッドシグニチャ

� メソッドに対するパラメータ

� 選択可能なヘッダデータ

� Body
�呼び出し、レスポンス、Faultの概要のみ規定

� Header
�付加的な情報

Client

Proxy

メソッド呼出し

戻り値

Service

Runtime

メソッド呼出し 戻り値

SOAP

IBM Webサービス

WSDL

�Web Services Description Language
�Webサービスのインターフェース定義記述

�インターフェースを公開するため

�接続プロキシーを自動生成するため

�動的に接続するため

�どういうXMLを受取って
�どういうXMLを返すか
�どういうトランスポートを使うか

http://www.w3.org/TR/wsdl

XMLで
公開する
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IBM Webサービス

WSDLの概念

login

update

getUserdata

soap-rpc
http

message

portType

soap-doc
smtp

binding

service/
port

types

operation

IBM Webサービス

WSDLの構造

 

definitions definitions 

types：下位データタイプの定義  

message：個々の送信データフォーマット  

portType：message郡をまとめて１つの論理操作を定義  

binding：論理モデルと物理モデルを結びつける  

service：通信エンドポイントの物理的な位置を示す  

port：bindingとアドレスの組み合わせでエンドポイントを定義  

インターフェース
記述WSDL

実装記述WSDL
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IBM Webサービス

UDDI.org

� Universal Description, Discovery and Integration
�Ariba、MS、IBMが中心になって設立したコン

ソーシアム
�商業登録Webサービスの仕様を策定

�グローバル・レジストリーの運営
�現在320社以上が参加
�OASISへ移行

http://www.uddi.org/

IBM Webサービス

UDDI ビジネス・レジストリーの構造

ビジネス情報 
ビジネス情報 <businessEntity>ビジネス情報 

サービス情報 
サービス情報 <businessService>業務情報 

バインド情報 
<bindingTemplate>バインド情報 

 
 

<tModel>技術モデル 

Webサービスを 

提供する企業 

登録 

ウェブサービスの仕様を 

策定する団体、企業 

採用 

登録 
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IBM Webサービス

UDDI - APIの呼出し

User

登録情報の
Create, View,
Update, Delete

UDDI RegistryUDDI RegistryUDDI RegistryUDDI Registry
ノードノードノードノード

HTTP
Server

SOAP
Server

UDDI
SOAP Request

B2B
Directory

UDDI
SOAP 

Request
UDDI
SOAP 

Response

実装には非依存

SOAP
エンベロープに
プレーンな
XML文書

http://www.uddi.org/pubs/jp-ProgrammersAPI-V2.00-Open-20010608.pdf

Publish
save
delete

Inquiry
find
get

IBM Webサービス

システム連携におけるセキュリティ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

APLL

HTTP基本認証
SSLクライアント認証
SSL（HTTPS）

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
プ
ロ
キ
シ
ー



Webサービス技術概説 2003/01/04版

17

IBM Webサービス

提供型接続

ハネウェル
受発注

多数の取引先

ベキンズ
流通システム

多数の取引先

ストアブランド
個人年金手続

多数の取引先

ORIX
電子署名

Webプロキシー

KDDI
PayCounter

多数のECサイト

ヤマト運輸
貨物追跡

百貨店、コンビニ

日立ソフト
@by24

一般消費者

東京三菱銀行
LC明細通知

多数の取引先

IBM Webサービス

参加型接続

多数の石油企業
油田情報

DTI
油田監査

SI企業
スキルDB

ITF
スキル検索

多数の研修部門
研修コース情報

リコーテクノ
研修計画

POSC
専用UDDI

ITF
専用UDDI

リコーテクノ
社内ＵＤＤＩ

多数の研修会社
研修コース情報

インターネット
公開UDDI
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インターネット時代の企業間連携

�人間がインターネットを利用

EDI XML

EDI
インターネット

大企業

政府機関

大企業

SOHO SOHO

IBM Webサービス

Webサービスによる企業間連携

�今まで繋ぐのが大変だった相手とも繋がる

EDI
XML

EDI
インターネット

大企業

政府機関

大企業

SOHO SOHO

Webサービス
Webサービス

リクエスター

Web
サービス

リクエスター
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e-ビジネス

ドイツワインをドイツワインをドイツワインをドイツワインを
買いたい買いたい買いたい買いたい

カードはこれカードはこれカードはこれカードはこれ
住所はここ住所はここ住所はここ住所はここ

酒屋酒屋酒屋酒屋

クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社

運送業者運送業者運送業者運送業者

ショッピングショッピングショッピングショッピング
モールモールモールモール

受注XML接続

決済EDI接続

発送依頼
FAX・電話

システム間は静的に繋がっている

IBM Webサービス

ダイナミックe-ビジネス

ドイツワインをドイツワインをドイツワインをドイツワインを
買いたい買いたい買いたい買いたい

カードはこれカードはこれカードはこれカードはこれ
住所はここ住所はここ住所はここ住所はここ

酒屋酒屋酒屋酒屋

クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社

運送業者運送業者運送業者運送業者

ショッピングショッピングショッピングショッピング
モールモールモールモール

受注サービス

決済サービス

発送依頼
受付サービス

システムが自律的に相手を探す
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自律的なインテグレーション

プラットフォームは違ってもよい
ベンダーは違ってもよい

ネットワークを特別に引く必要ない
ビジネス処理だけ実装すればよい

インターネット
プラグイン プラグイン

アプリケーションだけ
開発すればよい

Webサービス

ミドルウェア

Webサービス

ミドルウェア

XML処理

アプリケーション

XML処理

アプリケーション

ビジネス・トークン

セキュリティ・トークン

tModelKey
ビジネス・トークン

セキュリティ・トークン

tModelKey

IBM Webサービス

ネットワークセキュリティ

ドイツワインをドイツワインをドイツワインをドイツワインを
買いたい買いたい買いたい買いたい

カードはこれカードはこれカードはこれカードはこれ
住所はここ住所はここ住所はここ住所はここ

酒屋酒屋酒屋酒屋

クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社

運送業者運送業者運送業者運送業者

ショッピングショッピングショッピングショッピング
モールモールモールモール

受注サービス

決済サービス

発送依頼
受付サービス

コンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれる

セキュリティが分断される
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ドイツワインをドイツワインをドイツワインをドイツワインを
買いたい買いたい買いたい買いたい

カードはこれカードはこれカードはこれカードはこれ
住所はここ住所はここ住所はここ住所はここ

酒屋酒屋酒屋酒屋

クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社クレジットカード会社

運送業者運送業者運送業者運送業者

ショッピングショッピングショッピングショッピング
モールモールモールモール

受注サービス

決済サービス

発送依頼
受付サービス

コンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれるコンピューターがインターネットを見てくれる

クレジットカード番号を
暗号化して送る

呼び出してきた
システムを
認証したい

使っているのが本人か
確認したい

安心できる相手か
確認したい
品質情報が欲しい

保険をかけたい
証拠を残したい

ダイナミックe-ビジネスのセキュリティ

End to End のセキュリテイーが必要

IBM Webサービス

Webサービスにおける
セキュリティのロードマップ

１対１の信頼確立

多数参加による信頼の確立

アクセス制御

仲介者やサービ
ス提供者の能力
やポリシーの記述

相互認証
鍵共有

プライバシー
に関する記述

セキュリティのビルディ
ング・ブロック
-デジタル署名
-暗号
-セキュリティ・トークン
（例： X509証明書）

メッセージの伝達

http://www-6.ibm.com/jp/developerworks/webservices/020607/j_ws-secmap.html
http://www-106.ibm.com/developerworks/library/ws-secroad/
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複数のWebサービスを調整する

� WS-Coordination
�Webサービスの取引きコンテキストを調整

� http://www-6.ibm.com/jp/developerworks/webservices/021122/j_ws-coor.html

� WS-Transaction
�Webサービス間の分散トランザクション制御

� http://www-6.ibm.com/jp/developerworks/webservices/021122/j_ws-transpec.html

� BPEL4WS
�Webサービスをワークフローとして定義する

� http://www-6.ibm.com/jp/developerworks/webservices/030214/j_ws-bpws4jed.pdf

BEAシステムズ、IBM、Maicrosoftの共同発表仕様

IBM WebサービスIntegrated J2EE Workflow
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IBM Webサービス

Webサービスの発展

2000/04 SOAP V1.1　W3Cへ提案 IBM,MS,Lotus
2000/09 UDDIの検討開始
2000/11 UDDI.org設立／UDDI V1.0 仕様

UDDI V1.0　テストサイト IBM,MS,Ariba

2001/04 UDDI V1.0　本番サイト開始
2001/03 WSDL V1.1　W3Cへ提案 IBM,MS
2001/06 UDDI V2.0 仕様 IBM,MS他
2001/09 WebSphere Application Server V4.0出荷
2001/11 UDDI V2.0　ベータサイト開始 IBM,MS,HP,SAP

2002/04 WebSphere Studio Application Developer V4.0出荷
2002/02 WS-I.org IBM,MS他
2002/04 WS-Security / Loadmap IBM,MS,VeriSign
2002/08 WS-C/Tx/BPEL IBM,MS,BEA
2003/01 WebSphere Application Server V5.0出荷
2003/01 WebSphere Studio Application Developer V5.0出荷


